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　新年明けましておめでとうございます。市民のみ
なさまにおかれましては、希望に満ちた輝かしい新
春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　さて、私が市長に就任させていただいてから、１
年余りが経過したところであります。この間、みな
さまのご支援とご協力をいただき、市民目線に立っ
て行政の各分野を見直す行財政改革を断行しなが
ら、市民のみなさまの生活に直結するきめ細かな
各種行政サービスを力強く推進することができまし
た。小学生の医療費無料化、保育園・幼稚園への防
犯カメラの設置、幼稚園の就園奨励費補助の対象者
と支給額の大幅な拡大、子育て支援センターの利用
時間の延長、小中学校へのＡＥＤの設置、小中学校
の道徳教育の充実や食育の推進、高齢者等の通所施
設利用者への食事代の負担軽減など、子育て支援や
少子高齢化対策の充実に意を注ぐとともに、組織の
フラット化・効率化による事務処理や意思決定の迅
速化が図られるスリムな組織、計画的な職員数の縮
減、事務の改善による行政執行の効率化、市長交際
費の削減など経費節減に努め、不断の改革に取り組
んできたところであります。
　今後の施策につきましても、将来の韮崎市を見据
え、市民のみなさまのご意見を十分に拝聴しながら、
本年策定する「長期総合計画」に位置づけるととも
に、可能な限り的確かつ迅速に対応し、市民のみな
さまお一人お一人の生活や生き方の質の向上を目指
し、「人が来るまち・人が住むまち」となる、市民
生活優先の事業を一歩一歩、着実に推進してまいり
ます。
　この積み重ねにより、子どもたちが安全に生活す
る中で、大きな夢を持つことができ、働く世代が活
力に満ち、晩年を安心・快適に暮らせる「夢と希望
の持てるまち・にらさき」を実現させるために、全
力で取り組んでまいりますので、今後とも市民のみ
なさまの温かいご支援とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。
　結びに、本年がみなさまにとりまして、幸多き年
となりますよう心からご祈念申し上げまして、新年
のごあいさつとさせていただきます。
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　新年明けましておめでとうございます。平成に
なり、早や２０年という節目の年を迎え、市民の
みなさまにおかれましては、希望に満ちた新春を
迎えられたことと心からお慶び申し上げます。
　昨年中は、みなさま方の力強いご支援とご協力
により、円滑なる議会運営ができましたことに対
しまして、市議会を代表して衷心より感謝とお礼
を申し上げます。
　また、昨年は市議会議員の改選の年にあたり、
新しい議員２０名が選出されました。それぞれが、
韮崎市の発展と市民福祉の向上のために、渾身の
努力をいたすべく、決意を新たにしたところであ
ります。
　地方分権が推進される中、少子高齢化、人口減
少という時代に対応し、市民のみなさまが安心し
て暮らすことができる仕組みづくりを進め、次世
代を担う子どもたちが希望を持ち、育つことので
きる活力あるまちづくりを実現するため、全力で
対応しなければならないと考えております。
　三位一体改革、厳しい財政状況などにより、現
在ほど地方議員、議会の役割が求められていると
きはありません。この時代の流れを的確に把握し、
効率の良い行財政運営に努めるとともに、議会が
市民のみなさまに信頼される活動をどうすべき
か、市民の声を議会に反映させどう還元すべきか、
議会制度の原点に立ち返った検討を行いながら、
議会の活性化に向けて、議員一丸となって諸問題

に取り組んでまい
る所存であります。
　終わりに、平成
２０年が平和で明
るい年であるとと
もに、市民のみな
さまの益々のご健
勝とご多幸を心か
らお祈り申し上げ
まして、新年のご
あいさつとさせて
いただきます。
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年男・年女に聞く『新年の誓い』今年は子
ね ど し

年！

　昨年は、社会人デビューという節目の年でした。学生時代とは違い
自由な時間は減り、大変なことは多いですが、社会人として責任感や
自覚を持って行動するようになりました。今年は資格を取得して実力
をつけ、会社で信頼される存在になれるように頑張りたいです。
　仕事以外では、週２回エアロビをして楽しみながら気分転換をして
います。そのためか最近では体力もついてきたように感じます。もっ
ともっと体力をつけて、今年こそは、富士山の登頂にチャレンジし御
来光を拝んでみたいと思っています。

藤
ふじまき

巻　美
み さ こ

紗子さん　（清哲町青木）
昭和５９年生まれ

　昨年は会社社長として、また韮崎市商工会の観光部会会長に就任する
など忙しい日々を過ごしました。そのためか２度も入院をしたりと、わ
たしにとっては厄年だったように思います。何をするにも体が資本と考
えていますので、今年は健康に気をつけていきたいと思います。
　商工会の観光部会会長としては、最近の韮崎市は活気がなく少し寂し
く感じています。市を訪れるリピーターを増やしていくためにも、郷土
料理や土産品の開発を行い、地元企業が活性化していくことが大切なの
ではないでしょうか。
　今年は市とも協力して、魅力ある韮崎市を全国に PR していきたいと考
えています。

秋
あきやま

山　勉
つとむ
さん　（大草町若尾）

昭和２３年生まれ

　子育ても一段落し、パートで働き始めて２年半くらい経ちます。外に
出て働くことで多くの人と接する機会が増え、たくさんの刺激を受けな
がら楽しく生活しています。
　昨年は仕事にも慣れてきて、やりがいを感じながら、家庭においても
充実した時間を過ごせたので、１年間があっという間に過ぎていったよ
うな気がします。
　今年は、趣味のガーデニングを楽しみながら、健康でいつも笑って生
活できたらいいなあと思います。また、多くの人からいろいろなことを
学び、自分を磨くことを目標に頑張っていきたいです。

今
いまふく

福　南
みなみ
さん　（神山町鍋山）

昭和３５年生まれ

　自分の育ったまちで地域医療に貢献したいと思い、韮崎に戻ってきて
今年で４年目になります。休日も患者さんの様子が気になったりと大変
な仕事ではありますが、治療を終え、患者さんが健康を取り戻したとき
に感謝してもらえると、仕事のやりがいを感じ、歯科医をしていてよかっ
たなあと思います。
　昨年は、家族が１人増え、妻と３人の子どもを支える一家の大黒柱と
しての責任感を新ためて感じています。また、生活を豊かにしてくれる
趣味のガラス細工に出会えたことなど、私生活においても本当に良い年
でした。
　今年は仕事の充実はもちろん、家族のためにも、体を鍛えて健康に気
をつけて生活していきたいと思います。 小

こ や

屋　忠
ただたか

崇さん　（若宮３丁目）
昭和４７年生まれ


